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　　　根駅伝今年も出場できず
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　　競走部67秒差で本戦出場を逃す
第80回を迎えた箱根駅伝を記念して箱根で行われた今年の予選会。本戦出場から離れて久しい本学。今年は武藤前主将(政経４)、幸田(政経２)を軸に岡本(政経１) 、池邊(商１)ら力をもつルーキーも予選会メンバーに加わった。厳しい夏合宿を終え手に入れたスタミナを武器に「リズムをとって走る」(西コーチ)が今大会のテーマだった。そして遂に一年間の集大成ともいえる予選会スタートの幕が切っておとされた。一斉に走りだす各校の選手達。全ては箱根出場の
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切符を手に入れるために。6.5Km地点で14位、予選通過最低ラインとなる9位との差1分、10Km地点では差はなしと、徐々に差を縮めていく。そこに昨年の明治の姿はなかった。ゴールを明治で最初にきったのは、幸田だった。つづいて岡本、池邊と１、２年生が力を発揮した。そして結果は―。8時間45分28秒。9位に届かず12位に終わった。9位とのタイムの差は1分7秒。一人当たり6秒というわずかなものだった。「届かなかった…」(武藤前主将)。悔し涙を浮かべる選手達。しかし「徐々に成長していった成果が見えた」(遠藤監督)予選会。また幸田は日本学連選抜チームにも選ばれた。来年に期待できる成果残し明治の戦いは終った。


紺の意地を示すも敗戦

ラグビー部対早稲田戦勝利ならず
　　

眩しいほどの冬の日差しに照らされ今年は快晴の中、79回を迎える伝統の一戦は幕を開けた。
序盤、敵陣に攻め込んだ明治はしぶといタテ突破で早大ＤＦを崩しにかかり、11分に山下がトライしたが、結局前半だけで４トライを献上し5-24で前半を終えた。
　前半で明るみになった課題の修正を目指した後半は打って変わり明治ペース。代わったＳＨ脊川(政経４)の素早い球出しで次々にアタックを仕掛けていく。前半に比べてセットプレーも安定し常時、敵陣での破錠攻撃で流れは早稲田から明治へ。
　
“いける！”そんな雰囲気が漂う中、迎えた後半30分。途中出場の林(政経４)が積極的なライン参加からＷＴＢの位置でパスをキャッチ。敵をハンドオフで振り払って反撃のトライ!!　続く後半36分にも林は鈴木(政経４)からトップスピードでパスを受けてインゴールへ飛び込んだ。猛烈な追い上げを見せ、17-24と赤黒の背中を視界に捉らえるまでに。
　――しかし、残された時間で明治は追いつけず、逆に終了間際にダメ押しのトライを喫したところでノーサイドの笛は鳴り響いた。
　　結果的には今年も伝統の一戦で勝利はならなかった明治。しかし、対抗戦では他のどのチームよりも王者・早稲田を苦しめ“紫紺の意地”を示した。


春　に続き２位でシーズン終了

硬式野球部も早稲田に勝利ならず
　　

第二週東大戦第一試合勝利でリーグ戦通算１０００勝を達成（６９１敗８４分け）第二試合も勝利し勝ち点を得た。

続く第三週は慶大戦。引分けをはさむも２勝し勝ち点を２とした。

無敗で迎えた明大は、第五週・立大、第六週･早大、第七週・法大と対戦した。

立大戦は打線が爆発して立大を圧倒し、勝ち点を３とした。

続く早大戦は残念ながら連敗し勝ち点を落としたが、２回戦で登板した一場（商３）は神宮球場学生最速となる１５４ｋｍをマークしてスタンドを盛り上げた。

最終法大戦は連勝し勝ち点４で終えた。

早慶戦の結果次第ではプレーオフも期待されたが、早大が４連覇を達成し、明大は春に続き２位でシーズンを終了した。

硬式野球部よりのメッセージ
　故　斎藤茂樹監督の後任に、川口啓太（現当部助監督）が内定致しました。
来年度のスローガン
“王座奪回”
 ～原点に戻って～

も決定し、川口監督指導の下、来季のリーグ戦優勝へ向けて、心機一転部員一同がんばっていきます。　
今後とも応援宜しくお願い致します。
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